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ihythmicityintheanimal.However,whengel

containingeosininsteadofactimomycinD was

insertedintotheparsintercerebralis,rhythm

generatedpostoperatively.

9. Ablationoftheregion oftheparsinter･

cerebralisofthebraininducedarrhythmicityof

locomotoryactivity in theanima一.Onlywhen

both lateralandmedialneurosecretorycells

werecompletely.lblated. Evidenceispresented

whichdemonstratesarelationshipbetweenthe

neurosecretorycellsoftheparsintercerebralis

andthecircadianrhythm.

10. Theparsintercerebralissuppresses(bya

hormonalchannel)thelevelofactivity.Italso,

andseparately,mediateslocomotoryactivityby

ahormonalchannel.

ll. Theparsintercerebraliscanhowever

onlycauserhythmicityoflocomotionwhenit

hasintactneuralconnectionwiththeopticlobes.

12.･Thedrivingoscillationinthenervou三･

system responsibleforthecircadianrhythm of

locomotoryactivityI'S･thus,probably,Iocalii占d

intheopticlobes. ､ ～■--ヽ
】3. An imalsinwhich●th占1-eftoptictratt･a'nd

therightopticdervehavebeensevereddisplay

afree.runningrhythm in a 24hourlight/dark

cycle:thedrivingoscillationin･theleftopticlobe

isuncouplesfrom thepartsintercerebraliswhich

itthereforecannotdrive;theoscillationinthe

rightopticlobecandrivethepars,intercerebralis

butisuncoupledfrom therightcpmpoundeyes.

14. Apossiblebiologicalclock,whichconsists

oftheresettingsystembylightandtheendogen･

ousdrivingsystem (thedriver+tllefollower)

wasdiscussed.

抄

イエバエのlJンデン代言札 とくにペンタクロロシ

クロヘキセンの未知異性体の検出

Lindane:metabolism toanew isomerof

pentachlorocyclohexene.W.T.Reed& A.∫.

Forgash:Science160.1232(1968).

γ-PCCH (pentachlorocyclohexene)は イエバエ

のリンデン代謝によって生じる唯一の只性休と考えら

れてきた.著者らは.)ンデンに対すろ抵抗性イエバエ

の代謝帆!)の役割を朽調でfするために,.)ンデンのヘ

キサン可柄物への代謝について研究した.

アセ トンにとかした1)ンデンの亦致死抗をイエバェ

(早)の朝珊iに投与･,22oC,4時間後ヘキサン浸m.ア

セトンと=Ei梢を加えて磨砕,遠沈で同形物除去,アセ

トンを上折から除き,残流をヘキサンにとかし,活性

フロリシルカラムにかけて梅性不純物を除去,打られ

T=押目=物を GLC にかける.その折凪 ')ンデン 7--

PCCH のほかにA,B,C,Dの ピークを打た.州処

PHのイエバエからはこれらのピークは杭州されなかっ

T=.またイエバエを邪神したのち.)ンデンを加え,こ

れを仙川してもr-PCCIIあるいは物門Aのピークは

検出できない.さらにll･'.きているイエバエにγ-PCCH

を托射してもAをつくらない.このことから物質Aは

イエバエの･)ンデン代謝の節1次生成物であることを

抑定し狩る.

t)ンデンを授与したとき,抵抗性イエバエは物質A

をイJ摂m卿JITtT1勿の5,00/ふくtpが.E･JS受rI'.イエバエは

1,00'以下のJltL,か乃まない.刊.:n･らは的TIAを〝.β,

γ,0-,町の5印のhexachlorocyclohexaneのアルカ.)

脱ffll慨によって介成し1rJなかっT:.それゆえ.この代

謝物のFJ･]Hには物TIAをそのままmいた.すなわち約

1000匹の故紙抗性イエバエをリンデンをぬ りつけたビ

ーカー中に6時mとじこめた後.アセ トン巾で磨砕,

折過,アセ トン除i:-.班波をヘキサン抽出.プロ.)シ

ルカラム通弧 Aをふくむ分両をさらに節2のカラム

で絹製,最終的には分取ガスクロで朽精製すると白色

結晶 (室温)を得る.

マススペクトル測定の括弧 物質Aのピーク位相 ま

r-pccH のそれと同じであったが, ピーク丁･1さにnJJ

らかなZが あった.GLCでは附 卸即恥,'7･-PCCllと

はなれていろ叩火と巧 えあわせろと. 物TIAは T-
pcclIと574性休のLu係にあることをlfl=.rji:し村る.し

かしその川辺はいまだ明らかでない. (上目州別)

ネッタイイエカによる殺虫剤の代謝 Ⅰ･

DDTの invz'voでの代謝

Metabolism ofInsecticidesbyCutexi)iL)1'ens

quinquefasciatusI.InvivoMetabolismofDDT

byLarvae.G.H.S.Hooper.J･Econ･Entomot･

61,_490(1968)･

5系統の DDT感受tI:.系と1系統 の拡抗性系のネ
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ッタイイエカ CuIcxL"'L"'C〃squinquefascfatusSay

幼dlによる DDTの代謝を検討した. 各系統の3令

幼虫300匹をそれぞれの LCB0渋皮の DDT を含む

水 1川 1に5時間入れて吸収させた. (この時間内で

は死亡しない).虫体を磨砕してエーテル抽Elル , 蕊

た水屑をクロロホルム抽出して,代謝物および未変化

DDT をそれぞれ回収した.抽山物はフロリシルカラ

ムで梢製し.ECD-GCおよび TLCで定見確認した.

以前 1系統のみで確認 した TDEを4系統で確認し

た.TDEの生成機構には2経路- ①垣接的な脱塩

系反応,@脱塩慨反応と還元反応- が考えられるが,

DDEを幼虫に代謝させてもTDEが生成しないこと

から,①の機構で生成すると考えられる.DDEおよ

び TDEを生成する4系統のカのDDT代謝率はDDE

のみを生成する2系統のそれよりも大きい.抵抗性の

Southport系では DDEよりTDEの生成率が拓く,

TDEの脱塩酸生成物であるTDE-E も生成している.

DDT抵抗性と脱塩酸能とを直接関連させることはで

きないが,抵抗性の系統では感受性の系統よりもDDT

吸収率が低く,また代謝率が拓い.しかしSouthport

系は多flt(138FLg)の DDT を取込むがなんら申iU症

状をiln.きない.このことからこの系統ではイエバエで

指摘されているように,迫伝的に神経の DDT感受性

が低くなっていることも考えられる. (桑原保正)

幼若ホルモンの双粗目に対する作用

JuvenileHormone:EffectsonaHigherDip･

teranU.S.Srivastava.LI.Gilbert,Science161,

61(1968).

クロバ工の一班 (Sarco♪hagabultata)をFT]いて

助=B=ホルモンの効果を調べた.供試物質 として dI-

juvenilehormone(dl-J.H.と略),C17methylester

(methyl-trams,tyans,cis-7-ethy1-3,ll-dimethy1-

2,6,10-tridecatrienoate;C17M.E.と略),farnesenic

acidのアルコール溶紋にHClガスを吹き込んだもの

(F.A.と略)を放った.

dt-J.H.や C17M.E.を発育時期の異なった3令幼虫

に注射すると,i)幼虫期が長くなるか.あるいは正

常のPfl蛎形成が阻召されるii)またある場合には,煽

一成虫間 (約3日)の発育が阻止される.

superlavaeも幼虫一嫡中間体も待ていないことか

らこれらの結果を J.H.の効果と考えるにはあいまい

だと考え,煽-成虫の変化に注目した.

発育時期の異なった蛸の背面部の囲桐を一部 (2-3

mm2) 切 り取り 1FLlのホルモンを局所鮎川した.描
妹に用いたオ])-プ油のみを与えた矧7.0区では.形態

学的に何らの只将 もなく羽化が行なわれたのに対し,

dL-J.H.あるいは C17M.E.を与えると,WI弧 胸部

は成虫で腹部は蛎という中間体になろ.組私学r仙こ見

ると頭部,胸部は典型的な成虫のクチクラILYfでおおわ

れていろのに反し,腹部は2炉=こわかれている. 1つ

は元からある蛸のクテクラ層で,内紬に新しく蛸のク

チクラ屑が形成されている. これが J.H.による本当

の効果であると考える.F.A.2% を含んだ別 姓 仙

lJ̀Jでも,嫡一成虫中間体ができた.

以上のことから,双麺目は正しい時期に施用すれば,

∫.H.に対し反応を示すことがわかる.双麺日の J.班.

はセクロピア表から得られたものと全く同じか大変良

く似たものであろうと考える. (北村災彬)
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